
コスモ高等部の必要経費

※　上記費用の他、外出企画・宿泊企画等の諸活動の実費をいただくことがあります。
※　入会に際しては、プログラムに体験参加（５回まで無料）することができます。

フリースクールコスモ高等部は、

義務教育修了後の 10 代後半年齢の「もう一つの学びの場」。

学校への所属に関わらず、誰もが学びたいときに学び、

10 代後半からの生き方としての「進路」を豊かに模索していけるように、

「正会員」のほかにも、

「プログラム利用会員」「つながり会員」というしくみがあります。

「自分が今できそうなこと」から「自分のねがいにもとづいて」、

フリースクールの学びに参加してみてください。

お問い合わせ・入会相談 　　フリースクール コスモ高等部

TEL:0422-47-8706
メール :cosmo-highschool@npobunka.net

場所：181-0013　東京都三鷹市下連雀 1－14－3

特定非営利活動法人文化学習協同ネットワーク

正会員

つながり会員

プログラム利用会員

プログラム利用会員は、「週３日までのプログラム参加とその前後のフリースペース利用」ができます。
フリースクールの活動にフルで参加したい場合や、連携する通信制高校に入学して高校卒業資格取得を目指
したい場合は、「正会員」として登録してください。

つながり会員
つながり会員は、「月一回の個別面談（本人または保護者）、親の会への参加（保護者のみ）、NPO 通信やニュースレター
等による情報の受け取り」ができます。まずは相談を重ねる中で、フリースクールへの参加を検討することができます。

プログラム利用会員の費用

プログラム利用会員

鹿島学園通信制課程の学費

入学金

授業料

施設費

システム管理費

日本スポーツ
振興センター
災害共済掛金

通信費・諸経費

38.000 円

１単位 8.000 円 × 履修単位数

※就学支援金が支給された場合
（8.000 円ー 4.812 円）× 履修単位数

24.000 円（年間）

35.000 円（年間）

252 円（年間）

月額　13,000 円（2023 年度試行費用）

プログラム利用会員の費用

NPO 会費　3,000 円（各年度）　
通信費     3,000 円（各年度）

会費

その他

会費 月額　5,000 円（2023 年度試行費用）

つながり会員の費用

その他
NPO 会費　3,000 円（各年度）　
通信費     3,000 円（各年度）

※　上記費用の他、外出企画・宿泊企画等の
　　　諸活動の実費をいただくことがあります。
※　通信制高校の学費および高卒認定試験受験のため
の費用は別途かかります。連携する鹿島学園高校の費
用に関しては、右図をご参照ください。

（「鹿島学園入学案内」より）

50.000 円（入会時および各年度）

正会員の費用

NPO 会費　3,000 円（各年度）　
通信費     3,000 円（各年度）

施設設備費

その他

四半期ごとに 80,000 円会費

プログラム・会費案内



こんな方が参加しています

【Ａさん（16 歳）】
正会員

提携する鹿島学園高校に所属し、高等部で
学習サポートを受けている。高卒後の進路
を模索する為、さまざまなプログラムにも
積極的に参加。

【Ｂさん（17 歳）】
プログラム利用会員

定時制高校に在籍中。
コスモ高等部のプログラムに参加し、
支えられながら高校通学を継続中。

【Ｃさん（19 歳）】
プログラム利用会員

高校はもうすぐ卒業するが、進路はまだ
決まっていない。アルバイトもしながら、
講座やプロジェクトに参加して具体的な
次の一歩を豊かに模索していきたい。
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中学を卒業する方 高校の転校を考えたり中退を経験した方

つながり会員

通信制高校（鹿島学園高等学校）に
入学して「高校卒業」をめざす

高校卒業程度認定試験（旧大学入学
資格検定）を受験し合格をめざす

体験的な活動

職場体験

教科学習

相談（進路など）

プロジェクト・企画 親の会

親の会

本人・保護者相談

現在所属がない方他の高校に在籍している方

フリースクール・コスモ高等部に参加する方 保護者の方のみ登録する方
（今後ご本人が参加する可能性がある）

正会員・プログラム利用会員

正会員：鹿島学園に所属し高卒資格取得を目指し、プログラムにフルで参加できる

プログラム利用会員：学校の在籍は問わず、プログラムに週３日まで参加できる
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10:10~12:00

高等部 Study Room

14:30~16:00

高等部 MTG

14:00~16:00

デザイン講座

15:30~17:00

フットサル

12:30~14:30

卓球

14:00~16:30

コスモ広報部
　& パソコン教室

13:00~15:00

歴史講座

16:00~18:00

ユースタイム
Kitchen

16:30~18:30

ユースタイム
ゼミ

14:30~16:00

ワカレポ
workers report プロのデザイナーさんに学ぶ

デザインの基礎。学校では経
験できない時間を通して、デ
ザインの面白さを感じます。

ちょっと体を動かしたい人も、卓球
好きな人も。

コスモ高等部の
活動を発信する
プロジェクト。

「何をする？」「どうしたい？」。
コスモ高等部の活動をどう作っ
ていくのか話し合って形にして
いく場所です。

高校生・大学生メン
バーとテーマを決めて
意見を出し合う場。興
味ある課題について話
し、外部からスピー
カーを呼ぶなど自分た
ちの学びを作る。

料理を考えて作って、隣
のゼミメンバーにも振る
舞って…。

自分で勉強する場所を設けています。

月に一度、他事業と合同でフットサル
をしています。地域の大会に出るなど
の機会もあります。

面白い生き方をしている大人や活動
をしているコミュニティに出会いな
がら、「どう生きるか」「どう働くか」
をみんなで考えるプロジェクト。

13:00~15:00

フットサル

隔週

隔週

毎週
前後期制　毎週

月一

月一

月一

毎週

毎週毎週

毎週

月 火 水 木 金

歴史を学びたい人たちとみんなで
テーマを深めていきます。

正
会
員
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
︵
水
曜
以
外
︶

正
会
員
・
利
用
会
員
プ
ロ
グ
ラ
ム

食を通して
つながりを
作っていき
ます。

10:10~12:00

英語総合

10:10~12:00

数学総合

10:10~12:00

現代国語

毎週 毎週 毎週

2023 年度　一週間のプログラム

利用会員も
参加可能

その他のプログラム

農業体験

Study Tour ニローネ合宿食と農プロジェクト

バイト部

コッペパン・プロジェクト
（2020 年）

アイス・プロジェクト
（2021 年・2023 年）生産者や販売者の話を聞

きにいくなど食と農につ
いて考える。

そんなメンバーの思いや
経験を出し合い、「働く
ことに触れていく。

購入。自分たちで素材を生かした商品開発。３種
類のアイスを販売した。

一度行ってみたい、歴史が
知りたい、メンバーの声か
ら始まる旅。2022 年度は
広島、2023 年度は沖縄へ。

パン屋研修
コミュニティ・ベーカ
リー「風のすみか」の
工房でパン作りの研修。

「風のすみか」のコッ
ペパンに具材を挟み
店舗前で販売。

相模原の「風のすみか農園」
で小麦や野菜の栽培や収穫を
行う。地域の農家の方にお話
を伺う機会も。

相模原にある築 170 年の
古民家での合宿。アクティ
ビティや寝食を共に。 「すみか農園」から野

菜や果実をもらい受
け、アイスメーカーを
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チラシなどの販促デザインや値段設定、接客・
経理も体験。

正会員：鹿島学園に所属し高卒資格取得を目指し、プログラムにフルで参加できる

プログラム利用会員：学校の在籍は問わず、プログラムに週３日まで参加できる



協同ネットのスタッフ主催のデザインに触れてみることを

目的とした企画が去年の六月から毎週木曜日に行われた。

この約九か月で三つの作品を制作し下の二つは自分のイニ

シャルを書体から配色まで自分で選びデザインした作品と、

「リズムと違和感」というテーマをもとに各々で表現したい

ものを一つにして作った作品です。

国分寺在来の古代米「赤米」

それを育てる運動が国分寺で始

まっているようです。

高等部でも、スタッフが三鷹にあ

る「えんがわ家」さんからのお誘

いを受け、種もみを分けてもらい、

育ててみる事にしました。

毎週金曜日の午後の「コスモ高等部」のオープンプログラム（高等部会

員以外でも参加可能なプログラム）。テーマを決めて議論を重ねている。

２０２２年度は、学校教員や教育運動家、保護者がスピーカーとなって

「十代後半に必要な学びとは」をテーマに語りあった「コスモ高等部連

続公開セミナー」に参加し、その内容をベースに、当事者である自分た

ちはどう考えるのか、議論を重ねてきた。

2022 年度のまとめとしてパネル展示会
「Co-Co museum」を開催しました。写真選
びからコメントの作成、当日のカフェ作り
などメンバーも奔走しました。
その時のパネルから一部をご紹介します。

Co-Co museum
2023 年 4 月 3 日～4日

・スナップ写真みたいに記念撮影をするの、外国人
はやっていたけど、なんでだろう、日本人は原爆ドー
ムは写すけど「記念写真」みたいには撮っていなかっ
たんだよなぁ。

・この、歩いている目の前で、たくさんの人たちが
亡くなったんだよなぁって思って、気持ちが

「わーっ」ってなった。原爆ドームの目の前、川に
下りていく階段は、降りられなくて上から覗くしか
できなかった

・広島含めて平和の話って、なんだか強制的なも
のを感じる。「知らないのは日本人として恥だ」
みたいな。それでも自分から「知っておかなきゃ」
という気持ちがうまれるのはなんでだろう。

・なんだか自分は「なめていた」なって思う。資
料とか映像とか色いろとみていたし、色々と知っ
ているものだと思っていた。実際には体調が悪
くなりそうなぐらい衝撃的だった。

2022 年度の高等部の活動のメインは
「広島 Study Tour」でした。
7 月からの準備期間を経て、12 月に 2 泊 3 日で実現。
その時のメンバーの声を紹介します。

・「もうちょっと知りたい」と「もうしんどい」が､ぶつか
り合っていた。 ・「お金がないと幸せになれない」

って大人に刷り込まれている

・「人より優れよう」じゃなくて、
自分が幸せになるために
学んでいるのに…。

・他人の評価に
自分の幸福感をゆだねてしまっていないか、

「自分が幸せを感じるから幸せ」で
いいじゃない…。

広島 Study Tour

デザイン講座

赤米プロジェクト

ユースタイム・ゼミ
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